
平成２８年度第２回物療校友会学術部放射線部会 勉強会 

 

日時：平成 28年 8月 13日（土）18時 30分～20時 30分 

場所：大阪市立難波市民学習センター 第４研修室 

報告者：大阪府立急性期・総合医療センター 宮原哲也 

 

プログラム 

 

1. 「８ヶ月間の Angioローテータ―を終えて」 

大阪府立急性期・総合医療センター 宮原 哲也先生 

2. 「胸部領域を知ろう③」 

姫路医療センター 喜田 真一郎先生 

3. 「診療放射線技師の よもやばなし」 

近畿大学医学部附属病院 西 環先生 

報告事項 

 

今年度第二回目の勉強会は物療同窓会との初共催でした。 

今回は、同窓会会長にも挨拶をしていただき、勉強会は始まりました。 

１演題目に私の方から Angioについてお話しさせていただきました。あまり校友会で

は演題として出ないモダリティということもあって、普段聞けないようなことを知るこ

とができたのではないでしょうか？わかりにくかったところもあったみたいですので、

今度は内容をもう少し絞ってわかりやすく伝えようと思いました。 

2演題目には恒例になってきました、喜田先生による胸部領域についてのお話しがあり

ました。今回は前回、前々回の復習及び画像を見てどこに病変があるかという異常所見

検出についてお話しがありました。今回もブロンコ体操があり、毎回参加してくださっ

ている方々にとっては肺野の区域分類は頭にしっかり入ったのではないでしょうか。 

3題目は西先生より英語論文の書き方についてお話しがありました。 

なぜ、英語論文を書かなければいけないのか、日本語じゃだめなのかと、とても興味深

い話をしてくださいました。お話しを聞いて、まずは英語の論文を少しずつでも読んで

みようかなと思いました。最後にはイマキク・スグキクを使って会場の皆様にアンケー

トを取られていました。１泊研修での西さんの演題ははたしてアンケートで一番多かっ

たMRIの基礎になるのでしょうか？楽しみですね。 

会場に来られていた方には、報告させていただきましたが、１泊研修の日程や内容が決

定しました。詳細については活動予定をご確認ください。たくさんの参加をお待ちして

おります。今後も同窓会と力を合わせて良い勉強会にしていきたいと思っております。 



 

 

作成日：平成 28年 8月 18日 


